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部分空間としての平面
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とかける.

u; v 2 U ) Au = Av = 0

w = u+ v ) Aw = (2)
= 0 ∴ u+ v 2 U

同様に w = cu とすると, (3) ∴ c u 2 U

i.e. 平面 U は 1 つの 斉次1 次方程式の解からなる集合

)「斉次連立 1 次方程式の解全体からなる集合」も部分空間
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斉次連立 1 次方程式の解空間

U : nˆm 行列 A を係数行列とする斉次連立 1 次方程式の解全体の集合
i.e. U =

(

x 2 (4)
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は部分空間.

(証明) x; y 2 U, c 2 K とする (勝手な要素).
Ax = Ay = 0

示すこと: 1‚ x+ y 2 U 2‚ cx 2 U

1‚ : x+ y 2 U を示すには (6) を示せばよい.
(7)

2‚ を示す. 同じく (8) を示せばよい.
(9)
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